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論 文 内 容 要 旨
海 産 硬 骨 魚 類 と く に 底 魚 類 の
摂 食 活 動 に 関 す る比 較 生 態 学 的 研 究
魚 類 の 摂 食 活 動 に つ い て は 、 こ れ ま で に 多 く の 研 兜 が な さ れ て き
て い る 。 し か し な が ら 、 魚 類 は 他 の 脊 椎 動 物 に 類 を 見 な い 程 の 多 様
な 摂 食 活 動 を 行 う た め 、 摂 食 の 問 題 を 統 一 し た 視 点 か ら 包 括 的 に 扱
う こ と が 困 難 で あ る と 見 ら れ て き た 。 こ う し て 、 個 々 の 貴 重 な 情 報
も 十 分 な 解 折 を、さ れ ず に 見 過 ご さ れ が ち で あ っ た 。
本 研 究 は 、 魚 類 の 摂 食 活 動 に 関 す る 情 報 の 扱 い 方 ・考 え 方 を 整 理
し 、 こ の 分 野 の 研 究 に 方 向 性 を 与 え る こ と を 目 的 と し て い る 。
本 研 究 の 対 象 魚 種 は 仙 台 湾 に 生 息 す る 底 魚 類9種(マ ア ナ ゴ 、 イ
シ モ チ 、 ニ ベ 、 ア イ ナ メ 、 ク サ ウ オ 、 ヒ ラ メ 、 イ シ ガ レ イ 、 マ ガ レ
イ 、 マ コ ガ レ イ)で あ る 。 ま ず 、 各 魚 種 の 自 然 状 態 で の 摂 食 活 動 の
特 徴 を 形 態 、 生 態 、 行 動 の 面 か ら 把 握 す る た め 、 こ れ ら の 魚 体 材 料
を 仙 台 湾 で 操 業 す る 各 種 漁 業 の 漁 獲 物 よ り 採 集 し 、 そ の 形 態 的 特 徴 、
消 化 管 内 容 物 を 解 析 し た 。 次 い で 、 魚 に と っ て 望 ま し い 食 物 と は 何
か 、 と い う 問 題 に つ い て 考 察 す る た め に 、 マ コ ガ レ イ を 材 料 と し て
摂 食 行 動 と く に 食 物 選 択 行 動 の 物 質 経 済 か ら み た 得 失 を 実 験 的 に 調
べ 、 こ れ を 自 然 条 件 下 の 魚 の 摂 食 生 態 と 比 較 検 討 し た 。
(1)底 魚 類9種 の 摂 食 方 式
消 化 管 内 容 物 調 査 の 資 料 を 食 物 の 種 類 ・個 体 数 ・サ イ ズ(重 量)
と い う3っ の 項 目 に つ い て 魚 の 生 長 と の 関 連 に お い て 解 析 し た 結 果 、
こ れ ら の 底 魚 類 に お い て は 、 「個 体 数 指 向 型 」 、 「サ イ ズ 指 向 型 」 、
そ し て 「移 行 型 」 と い う3つ の タ イ プ の 摂 食 方 式 が 存 在 す る と い う
こ と が 示 さ れ た 。 各 タ イ プ の 特 徴 お よ び 該 当 す る 魚 種 は 次 の と お り
で あ る 。
個 体 数 指 向 型(Number-oriented):
小 型 の 食 物 を 多 数 摂 食 す る タ イ プ 。
・ 食 物 個 体 数:生 長 と と も に 増 大 す る 。
・ 食 物 サ イ ズ:絶 対 サ イ ズ が 小 さ く 、 生 長 し て も
大 き く な ら な い 。
・ 食 物 の 種 類 二 生 長 し て も あ ま り 変 わ ら な い 。
・ 魚 種:二 べ(Fig .1)
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サ イ ズ 指 向 型(Size-oriented)
少 数 の 大 き な 食 物 を 摂 食 す る タ イ プ 。
・ 食 物 個 体 数:生 長 し て も 増 大 せ ず 小 さ い ま ま 。
・ 食 物 サ イ ズ:小 型 の 個 体 で も 絶 対 サ イ ズ は 大 き
い が 、 生 長 と と も に さ ら に 大 き く
な る 。
・ 食 物 の 種 類:生 長 し て も 変 わ ら な い 。
・ 魚 種:マ ア ナ ゴ(Fig .2)
移 行 型(Transitiona1):
生 長 と と も に 個 体 数 指 向 型 か ら サ イ ズ 指 向 型 へ
と 移 行 す る 。
・ 食 物 個 体 数;あ る 程 度 の 体 長 ま で は 増 大 、 そ の
後 は 横 ば い あ る い は 減 少 。
・ 食 物 サ イ ズ:生 長 と と も に 大 き く な る 。
た だ し 、 魚 種 に よ り 増 大 の 程 度 が
異 な る 。
・ 食 物 の 種 類:生 長 と と も に 変 化 す る 魚 種 、 あ ま
り 変 化 し な い 魚 種 が あ る 。
・ 魚 種 二
急 激 な 移 行 を 示 す も の(サ ブ タ イ プ1):
ア イ ナ メ ・ ク サ ウ オ(Fig.3)・ ヒ ラ メ ・ イ
シ ガ レ イ
緩 や か な 移 行 を 示 す も の(サ ブ タ イ プ 巫):
イ シ モ チ ・ マ ガ レ イ ・ マ コ ガ レ イ(Fig.4)
以 上3つ の タ イ プ の 食 物 個 体 数 お よ び 食 物 サ イ ズ(重 量)の 体 長
に よ る 変 化 を 模 式 的 に 示 し た の がFig.5で あ る 。 ま た 、 各 魚 種 の 形
態 ・食 牲 ・生 長 に 伴 う 食 物 の 個 体 数 と 重 量 の 変 化 そ し て 摂 食 方 式 を
一 覧 表 と し て 示 し た の がTable1で あ る 。 こ の よ う な タ イ プ 分 け は 、
海 底 に 依 存 す る と い う 基 本 的 に は 類 似 し た 生 活 様 式 を も っ 沿 岸 の 底
魚 集 団 に 属 す る 魚 類 の 食 生 活 の 類 型 を 示 す も の で あ る 。 ま た 、 こ の
よ う な 摂 食 方 式 の 違 い は 、 環 境 中 の 食 物 の 利 用 し 易 さ と と も に 、 そ
れ ぞ れ の 種 の 捕 食 能 力 、 食 物 要 求 お よ び 食 地 位(foodniche)など の
相 互 作 用 に よ っ て 生 じ て く る も の と 考 え ら れ た 。 さ ら に 、 こ れ ら3
タ イ プ の 中 で も 底 魚 類 に と っ て 基 本 的 な 摂 食 方 式 は サ イ ズ 指 向 型 で
あ り 、 こ の サ イ ズ 指 向 性 は 各 魚 種 のfoodnicheに 応 じ て 魚 の 発 育 ・
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生 長 と と も に 実 現 さ れ て い る と い う こ と が 示 唆 さ れ た 。
(2)マ コ ガ レ イ の 最 適 食 物 サ イ ズ
最 適 食 物 サ イ ズ を 調 べ る 実 験 の 結 果 、 マ コ ガ レ イ が 処 理 可 能 な 食
物 サ イ ズ の 上 限 は 魚 の 体 サ イ ズ に よ り 異 な り 、 大 き な 魚 ほ ど 上 限 の
サ イ ズ も 大 き い こ と が 確 か め ら れ た 。 し か し 、 食 物 サ イ ズ の 下 限 に
つ い て は あ ま り 魚 体 サ イ ズ に よ る 違 い は み ら れ な か っ た(Fig.6)。
ま た 、 ど の 体 長 で も 、 相 対 食 物 サ イ ズ(魚 の ロ の 幅 に 対 す る 食 物 生
物 の 体 福 の 比)が1,0っ ま り 食 物 の 体 幅 が 魚 の 口 の 大 き さ を 上 回 る
ま で は 食 物 処 理 コ ス ト を さ ほ ど 上 昇 さ せ ず に 摂 食 可 能 で あ る こ と が
示 さ れ た(Fig。7)。 こ れ に 対 し て 自 然 状 態 の マ コ ガ レ イ の 相 対 食 物
サ イ ズ は ど の 体 長 で も 平 均0。3～0.4と 実 験 に お い て 確 か め ら れ た
上 限 の サ イ ズ よ り ず っ と 小 さ な も の で あ っ た(Fig.8)。 こ の こ と か
ら 、 実 験 は 魚 の 潜 在 的 な 摂 食 能 力 を 調 べ る の に は 都 合 が よ か っ た も
の の 、 自 然 条 件 下 で は 、 実 験 で 考 慮 で き な か っ た 様 々 な 要 因 に よ っ
て も っ と も 効 率 的 な 擾 食 活 動 が 制 限 さ れ て い る の で は な い か と 考 え
ら れ た 。 こ の 結 果 を 翻 っ て 考 え れ ば 、 魚 の も つ 摂 食 能 力 と 実 際 の 摂
食 活 動 と を 比 較 す る こ と に よ っ て 、 魚 類 群 集 内 で そ の 魚 種 の お か れ
て い る 位 置 を 一 層 明 確 に す る こ と が で き る と い う こ と が わ か り 、 こ
の 方 面 の 研 究 に 一 っ の 示 唆 を 与 え た も の と 考 え る 。
(3)結 論
本 研 究 に お い て は 、 日 常 的 に 行 っ て い る 魚 類 の 食 控 研 究 の も っ 問
題 点 を 整 理 し 、 比 較 的 単 純 な 手 法 に よ り9種 の 底 魚 類 の 摂 食 方 式 を
サ イ ズ 指 向 型 を 基 本 と し た3つ の 類 型 に 分 け た 。 こ れ は 、 新 た な 視
点 か ら 食 性 調 査 の 情 報 を と ら え る:二ど に よ り 、 多 様 な 魚 類 の 食 生 活
を 普 遍 的 に 把 握 す る こ と を 可 能 に し た も の で あ る 。 さ ら に 、 実 験 的
に 求 め た 最 適 食 物 サ イ ズ と 野 外 で の 食 物 サ イ ズ と を 比 較 す る こ と に
よ っ て 、 自 然 状 態 に お け る 最 適 食 物 サ イ ズ 実 現 の 困 難 性 お よ び 、 こ
の 種 の 手 法 に よ る 魚 類 群 集 内 で の 各 魚 種 の 生 態 的 位 置 の 明 確 化 が 可
能 で あ る こ と を 示 し た 。
一434一
Table1 CharacterietlceConcesninqPoodAcquisitionbySpecies.
Speclea
Hoτpholo9工c邑1Ch昌racteri5t三c8MaJorPood
Iしo鳳8
Trendo!Chengea
Ln『ood裡u曲eじa"d
Welghしu工thGmuしh
andDevalOpmant
Pood
SQ三〇GUon
TypeHOし10n
APP轟raしu8
oτ工8nいuon
APP4路 しu8
日ork工ng
APP己τ己しuo
〃.々1`5μ潅σ乙!1
二 べ
Raもher
developed
Aather
developed
aenaao!
61ghし
職dogopo,
pointed
c邑馳⊥ne
teeth
S鵬aU
Cru■しaco邑
{My●亀d轟cea
盛M"cどu=a}
Alaτ 亨enu瓢b●=of
8ロaよ1CどU8し 塗CO邑n.
aτoいkon
圃u轟boτ
or⊥en亀od
C.myrlsrLar
マ ア ナゴ
Compasatively
unde=嫡
developed Aathes
developed
町dogapo,
no
gillrakez
Flah A8rnaユ1nu繭 ●ro`
1轟=go甑oh65邑=e
し轟ko9
Slza
oriented
〃、0`4雷ノ1
.
アイナメ
Raしhor
developed
只ot為8τ
developed
"1do胆po,
dull
c昌n⊥no
し60もh
Bpユーbonth二c
C=u8も6C●己
{劉acτur轟 る
Ano剛=の
Nu測b6r躍ど工81n"しro翻d
ユ●conv6Z亀odto&
f昌ユ1二nguhonfユ5h
exceeds250mmSn
ユ●ngしh
Wo二ghしlnot5ble
increaseisobserved
whenISahexceeds
350㎜ ⊥n工o島gtね
Transd-
uon邑1
馳btypoI
.
ム。`6〃謝rJθ
ク サ ウオ
Under-
developed
olfactory
Co画P己】roし1vely
vell-
d8鴨10ped
toot為
sense
唖do9&po,
rasp-LSke
aandeel
Maiorfoods
8h1まtfro皿
CrvataceaCo
Shユftfτo厘 菖nu泌oご 一
〇=二〇nt8d鯛 しo昌6↓ 二〇胃
ごユonted鱒
工nfloc亀10npo⊥nt8
250騨300㎜1島10ngth
.
7ど自n61-
tよo馳
Subしype工
ア.0ノ1聞`8μ5
ヒラ メ
waii-
developed
驚oエエー
developed
aeneｮoY
o主gh亀
WLdegape,
pointed
3し=ong
c8島ユno
しooth
屑鱒o=food8
6h⊥重tf=o皿
c=u8tムcoaしo
P18h亀5q帆d
Shifし コ1=ro犀馳.nu曲or-
o=ユe島しed鵬to篭o亀20,
oごi8n亀od隔
工nま10ctユonpo⊥nい
100葡200悶 工ロ18ngth
Tr8n8工一
uon己 ユ
SubtypeI
κ.カ1`0/0燗`〃3
イシガレイ
Rather
developed
CO皿pa=aし⊥vO↓y
冒◎1レ
d創610pod
置en800f
8ユqht
Sm盈工1
mouしh,
8しrong
Sncisore
Majorloode
8h⊥ftξ τo扇
Czu8し轟COO亀
Blvaユv裏aしo
oa腐de61
Sh⊥fし 雪ro冨踵 脚nu翼山eご 一
〇=工ontod・ しo鋤81zo胃
or⊥on亀ed層
Inllectlonpolnti
200-250mmInlength
Tr自n81-
uon邑 ユ
Sub亀ypo工
.
ム.カθπ8〃5己 θ」〃1
マ ガ レイ
CoロP己=邑も1vely
developed Comp旦r轟tivoユy
developed
86お8●of
8二ght
S画a11皿 ◎購th
甘eユユー
developed
lnc二50=6
0nしh●
bM轟d8乱do
工n囎9轟un邑
(alv畠1v1盈 亀
Cru8しacOの
短U泌O】 「ld●GΣ「0塗808
8ユo"1y
栂6二gh亀81ncτo己go8
610uly
τz轟既●↓●
uon墨 ユ
SubtypeZZ
咀
ム.ノoα々ウ韻98
マ甥 レイ
Co冒臨P轟=&しユvoユy
aｮvelopea COμ亀P轟コratlv●ユy
己o鴨 工OP●d
senseoS
8ま9hし
S鴻塗工1蹴 ◎"th
Hell-
developed
inci.or.
onしho
bUn己 ●」」do
s煽&11
⊥nrf己un己
`恥 瓦ych盈●い
凸Bユv昌1vla}
HU鼠b6「8doc】「o邑806
DIOMIY
w●土gh駕砿nc=● 轟6●6
8ユo甘1y
Tτ8覇9ま四
uo轟&ユ
Subtyp● 工工
ん4」フσ〃84乙岬
イシモチ
只athor
d日voユopod
鼠塗thor
develop.d
68鳥oof
5二gbし
瓢do98P● 、
pointed
canine
しooもh
P二3島 色
M80=ur己
」
N鋤oτ ε6属邑11&8a
皆hoユo
麗o」Lght8h8&vyln
昌v●「轟go
7ど邑n●ユー
亀二〇"轟ユ
Subしyp●xエ
一435一
ニ ペ
砥 加4潮 ば`」瞬 μ々 1
120
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
、??
?
?
?
?
?
?
??
」?
?
?
?
?
D
(a)
?
?
?
?
?
?
?
ー?
?
?
?
?
「ー
〜
?
?
?
?
Oaign9
●c「u8t亀ce㍉.2
100
OJ・o富o止 《一 ⊥_」
200300400mm
Bodylength
1・o
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
???
???
?
?
??
0
100 200300400mm
Bodylength
F18.1:ChangesSnaverage
(a)andbodyweightof
fish.
numberoffoodorganismsperstomach
a oodorganism(b)withgrowthof
マ ア ナ ゴ
ごb』96r卿43`8f
9?
?
?
?
??
??
?
?
、?
?
?
?
?
」?
??
?
」
?
?
?
?
?
0
(a)
o}一_一 葡
● 嚇 鴨 讐 一 ●
OF工 曲
●Cn凋 し8c8召
,ノ ー・o。一一=∫ 簿
,'一一 〇 一"口'
700mm
10.0
?
?
?
?
??
【?
?
?
?
」
?
?
」
?
??。
?
?
?
?
?
三
rn2p
v
300 400500600
Bodylengtt,
D
(b)
O'
● 、
、?
?
?
?
?
?
、、 、
只
?
?
、
、
、
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
、
?
、
?
、??
?
?
、
、
」
、
「
?
?
?
、
?
?、???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
＼
℃/
300 400500600
Bodylength
700mm
Fig.2.ChangesInaverage
(a)andbodyweightoP
fよ3h.
numberoffoodorganlsmeperstomach
afoodorganism(b)withgrowtho!
一436一
ク サ ウ オ
∬孕4"3乙 塑4オ∂θ
?
?
?
??
?
??
?
?
??
??
?
」?
?
?
』
?
?
?
?
?
0
_.ｰ●`ρ
oFleh
●Cru8し 昌cea
?』
?
、
、
、
、
、
、
?
、
㌦
?
ー
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?』
?
?
』
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
幽Ωi一一_2」mm
oｰ
'
'
??
、
、
?
?、
、
、
、
、
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ご・α`血
100200300400500zoo
Body
040
1engヒh
mm
900 20d300GOO
Bodylength
soo
Fig.3.ChangesSnaveragenumberoffoodorganismsperstomach
(a)andbodyweightofafoodorganism(b)withgrowthof
fish.
マ コ ガ レ イ
ム1」駆〃ぬ!0滋rOカ4忽8θ
60
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、?
?
?
?
?
?
」??
?
?
(a)
oPolychaeta
●Bivalvia
OE血 亘壌
眉3thbun1
?
???
,.o
句
＼ノ
パ
,mss一 一
??
?
?
??
?
?
』?
?
?
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
??
goo 200300400
Body鑑en9電h
mm
(b)
●
/＼ ●
●
./一
?
goo ZOO300400
Body建eng匡h
mm
Fig.4.Chang881nave=age
{a}aadbody曾eユq駆tofa
fユ8h.
n岨b6=offoodo=ganism8per3to皿ach
foodorganism(b)withgrowthof
一437一
??
?
?
?
、??
?
?
?
」?
?
」?
?
?
…
??
?
(灌》
○
,ノ
ノ
O
,'
ノ
○
ノ'
ノ
○
ノ'
d
●一 ●一● 一 ●一 ●
Bodylength
Nu皿ber-orie丑ted
?
?
?
??
?
??
?
??
?
?
?
?
…??
(2)
/●
/'
/●
/●
●
o一一〇 一一〇 一一〇 一一〇
Bodylength
Size-oriented
(3) ?
?
?
?
?
?、???
??
Bodylength
T:じansitionaユ
Fig.S. Threetypesoffoodselection.
se(二
400
???
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
0
(al
●
万1昌5・071e1'017F'
r:0.903
」
∫
ノノ
∫
!
ノ
.'
'
'
.ノ
'
層 〆
ノ
●!'
!
!
,も
。 〆
のゾ
ハ'ぜイ ・
、
ー
ー
ー
…
ー
」
?
●
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
sec,
Zao
goo
0
(bl
O.857FT
h.3.837e
r;O・904
。,』.そ一を
:/'
ノま"
??
?
?
?
??
「?
???
?
?
?
?
?
」?
?
??
??
?
?
?
?
Ose(:.
goo
1・02・03.04.05・Og
Foodsizeinweight(F)
(C}
0.261戸7ん
=9.787e
r;0.640
●
の
・ 象
響,●
..一1.・4・一 睾・・一 鴨`ご
●
e
6「,'e
●　
1・。2・03・04.05.0901.02,03.04.05.。9
Foodsizeinweigh電(F》Foodsizeinweighこ(F)
Fig.6。Depondanc60f、heh旦nd1」 」ngし工me(2カ)onfood5⊥ 乙e{;')
foと もh「eofi8h812ecaしego=土e5r8鳳a11α95㎜)(a)ψ囎d玉um
(244㎜}(b,and工arge(303㎜,(c}・
一438一
??
?
?
?
?
?
?
??
???
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
?
??
0
(a)
a
,!
,'
,'
,'
/ム
!
ノ'
!
!
/0/
縮 皇:二,
a.02.03.04.05.Og
Foodsizeinweight
"・ム…Small-sized〔195mm) 一〇一
6
と
&'asac./g
う100?
?
?
、
??
?
?》?
?
?
?
?
?
?
?
?
50
0
(b)
♂!
＼毒厩!
ム
」
?
?
「
?
?
?
「
??
?
?
?
?
「
'
「
'
e
Medium-sizedt244mm)
Fi・∴D・p・ ・d・・ce。f・h・h
・ndユi・g・ 。。t{h。ndU。gU。 。/f。。d
weight)onfoodsizeSnwelght(a)andthatonrelativesize
(b),byfishsizecategories .
0.20。40・60.8置 。01・2
Relativefoodsize
一・●・一しarge-slzed〔303mm)
?
?
?
?
?
?
?
?
》
?
?
??
?
o.o
0.9
o.s
0.4
o.s
●'「
..
,●rr一 ● 一一 一● 一79'
0100200300400
mm
Bodylength
Fi鷹.8.Relaし 工onbeしweentherelaし 二vefood8izoofpolychaeし95
0ndbodylongthofしhemaどbledgole◆Reユ 邑電』vεfood8t2e二8
plottedageinetthemedianof50mmbodylengthSntervalof
もhegO18.
一439一
審 査 結 果 の 要 旨
本研究は,魚類の摂食活動に関する情報の扱い方 ・考え方を整理し,これまでその多様性のた
めに統一した視点から包括的に扱 うことが困難であると見られてきたこの分野の研究に方向性を
与えようとの目的のもとに行われた。著者は対象魚種として仙台湾に生息する底魚の中から生物
生産上重要な位置にある9魚種(マ アナゴ,イシモチ,ニ ベ,ア イナメ,クサウオ,ヒ ラメ,イ
シガレイ,マ ガ レイ,マ コガレイ)を選び,7年 間にわた り10,000個体以上の魚体材料を集め
て,こ れらの魚の摂食行動の特徴を形態,生 態,行 動の面から解析 した。さらに,摂食行動に関
する研究の中でもとくに重要な課題である食物選択に関 しては,物 質経済的観点から見た食物選
択方式の得失を明らかにするため,最 も効率よい食物サイズすなわち最適食物サイズをマコガレ
イを用いて実験的に求め,これを基準として自然条件下の魚の摂食生態について考察 した。この
研究方法は近年陸上動物を中心に生態学の分野に適用されるようになった生物の生存戦略理論に
基礎を置いてお り,海産硬骨魚類についてはこれまではほとんど試みられていなかったものである。
野外調査の資料を食物の種類,個 体数,サ イズ(重 量)と いう3つの項 目について魚の生長と
の関連において解析 した結果では,9種 の底魚類においては,小型の食物を多数摂食する 「個体
数指向型」,大型の食物を小数摂食す る 「サイズ指向型」,そして,生長とともに個体数指向型か
らサイズ指向型へと移行する 「移行型」とい う3つのタイプの摂食方式が存在するとい うことを
明らかにしている。 さらに,この3タ イプのなかでも底魚類にとって基本的な摂食方式はサイズ
指向型であ り,このサイズ指向型は各魚種の食地位に応 じて,そ して魚の発育 ・生長とともに実
現され,移行型は上記の過渡的な状態を示すものであるという考えを示 した。このようなタイプ
分けは,海底に依存するとい う基本的に類似した生活様式をもつ沿岸の底魚集団に属する魚類が
食物環境を有効に利用するために発達させてきた摂食方式の特微を明快に整理したものである。
実験的に求めたマコガレイの最適食物サイズは魚の口の大きさに比例し,また実際に自然条件
下で取 られている食物サイズも魚の口の大きさに比例 していたが,魚 の口の大きさと食物の大き
さの比をとってみると,実験的には口の大 きさと同じ食物サイズまで摂食可能であるのに対 し,
野外で実際に取られていた食物サイズは口の大きさの3～4割 までであるという事実が示された。
これは,自然状態においては最適食物サイズは完全には実現されないことを示す ものであると考
えられるが,著 者はさらに,摂 食能力と実際の摂食活動の違いは魚類群集内における当該魚種の
占める位置の測度であるとい う新しい見解を提出している。
このように野外調査と室内実験とい う異なる二つの手法を用いて摂食者側から見た摂食活動全
体を貫 く法則性の存在を示 したことは本研究の成果であるとともに,魚類の摂食研究の発展に貢
献するものであ り,農学博士の学位を授与するに値すると判断した。
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